
為替週間展望＝ドル円は１１８円台を中心とするもみ合いか

　　　　　　　　　　［３月２１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 14 日～ 3 月 18 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  117.28   119.12(16)    117.28(14)    118.78   +1.49

ユーロ・ドル  1.0898   1.1137(17)    1.0898(14)    1.1091   +0.0179

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    26,827.43    +1664.65     日本10年債利回り   0.210   +0.025

ダウ平均株価    34,480.76    +1536.57     米10年債利回り     2.171   +0.179

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２１日　ＮＺ２月貿易収支

　　　　英３月ライトムーブ住宅価格

　　　　独２月生産者物価指数

　　　　パウエル議長講演　全米企業エコノミスト協会（ＮＡＢＥ）の年次会合

２２日　ユーロ圏１月経常収支

　　　　カナダ２月鉱工業製品価格

２３日　日本１月景気動向指数改定値

　　　　英２月消費者物価指数、英２月生産者物価指数、英２月小売物価指数

　　　　米２月新築住宅販売件数

２４日　スイス銀行（ＳＮＢ）政策金利

　　　　独３月製造業ＰＭＩ速報値、独３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米２月耐久財受注速報値、米新規失業保険申請件数、米第４四半期経常収支

　　　　米３月製造業ＰＭＩ速報値、米３月非製造業ＰＭＩ速報値

２５日　英２月小売売上高

　　　　独３月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米３月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は７日に１１５円台を回復すると上昇基調で推移しており、

１１６円乗せの後も堅調な流れを見せている。３月のＦＯＭＣでは０．２５％の利上げ

となりそうだが、インフレ高進への警戒感が示されるようだと一段と上昇する可能性が

高まるとした。

　　　　

【ＦＯＭＣでは０．２５％の利上げを決定】

　３月１５～１６日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、市場予想の通り０．２

５％の利上げを決定した。ＦＯＭＣメンバーによる政策金利見通し（いわゆるドット

チャート）では、今年末の政策金利の予想中央値は１．８７５％となり、今年は年末ま

でに７回の利上げを見込んでいる。なお、来年は３～４回の利上げを見込んでいる。

　　

　パウエル議長は記者会見で、経済の強さやインフレ率の高さを考慮すると今後の会合

でも利上げを続けるのが適切と述べた。また、バランスシートの縮小は早ければ５月の

会合で開始を決定するとしている。ウクライナ情勢に影響に関しては、原油やコモディ

ティ価格の上昇に加えて、海外の経済活動が縮小して、サプライチェーンが一段と混乱

する可能性があるとしている。
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　今年の米国内総生産（ＧＤＰ）成長率は＋２．８％と予想しており、前回予測（＋

４．０％）から下方修正した。なお、来年は＋２．２％と前回予測と同水準となった。

今年の物価上昇率は＋４．３％と前回予測（＋２．６％）から大幅に上方修正した。今

年の失業率は３．５％として、前回予測（３．５％）と同水準としており、堅調な雇用

情勢が継続するとの見方が示された。

　　

　このところロシアとウクライナの停戦交渉が進展するとの期待感もあり、米国株は堅

調な推移を見せている。一時１３０ドル前後まで急騰していた原油価格も９０～１００

ドル台まで下落している。２０００ドルを超えていた金価格も１９００ドル台で下落し

ている。米国の先物市場ではＮＹ改質ガソリン、ＮＹプラチナ、ＮＹパラジウム、シカ

ゴ小麦などもピーク時からは下落している。コモディティ価格の急騰がこのまま落ち着

きをみせるかどうかは不透明だが、上昇が一服すると時間をかけてインフレ圧力は徐々

に後退してくるとみられる。

　　

　米国では利上げ局面に入っているものの、日銀は今後も緩和的なスタンスを継続する

可能性が高い。１８日の日銀金融政策決定会合の結果発表でも金融政策は現状通りと

なった。ＦＲＢ、欧州中央銀行（ＥＣＢ）、英中銀（ＢＯＥ）など各国では金融政策正

常化へ向けて動き出しているものの、日銀のスタンスは対照的に緩和的であり、他国通

貨と比べて円が相対的に弱い状況は継続しそうだ。

　　

　こうした状況を背景にドル円はドル買い円売りのスタンスが継続して、１６日に一時

１１９．１２付近まで上昇して、２０１６年２月以来、６年１か月ぶりの高値圏まで上

昇した。このところは上昇が続いてきたことで、短期的な過熱感から調整する可能性も

高い。ドル円は底堅いものの、テクニカル面での過熱感も強く、１１８円台を中心とす

るもみ合いが続くとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１１６．５０～１１９．

７５円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２３日に日本１月景気動向指数改定値、

米２月新築住宅販売件数、２４日に米２月耐久財受注速報値、米新規失業保険申請件

数、米第４四半期経常収支、米３月製造業ＰＭＩ速報値、米３月非製造業ＰＭＩ速報

値、２５日に米３月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ユーロドルは方向感を探る動きか】

　ユーロドルは１．１０００ドルを挟んでの振幅を見せている。ウクライナ情勢の緊迫

化やドル買いの動きがユーロドルの重石となってきた。ロシアとウクライナの停戦交渉

進展への期待感などもあり、売られたところでは下げ渋るなど底堅い動きにつながって

いる。ただ、ユーロ圏でのインフレ率の上昇やウクライナ情勢を受けての景気減速への

警戒感は今後もユーロの上値を抑える要因となりそうだ。

　　

　ユーロドルはウクライナ情勢に関する報道やユーロ圏での経済指標の結果に左右され

て、１．１０００ドルを挟んで方向感を探る展開が見込まれる。ユーロドルの目先の予

想レンジは、１．０９００～１．１２５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２１日にＮＺ２月貿易収支、英３月ライト

ムーブ住宅価格、独２月生産者物価指数、２２日にユーロ圏１月経常収支、カナダ２月

鉱工業製品価格、２３日に英２月消費者物価指数、英２月生産者物価指数、英２月小売

物価指数、２４日にスイス銀行（ＳＮＢ）政策金利、独３月製造業ＰＭＩ速報値、独３

月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月非製造業Ｐ

ＭＩ速報値、英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭＩ速報値、２５日に英２

月小売売上高、独３月ＩＦＯ景況感指数などがある。
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